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文化財調査・調査技術開発
データベース・自治体担当者研修
etc

(独)国立文化財機構

奈良文化財研究所

遺跡GIS課程 2021年11月15日～19日

QGIS演習の様子

■研修講師（敬称略）
藤井幸司（文化庁）
清水乙彦（国土地理院）
森本幹彦（福岡市）
喜多耕一（北海道）
石井淳平（厚沢部町）
野口淳・国武貞克・高田祐一（奈文研）

2022年7月25日～29日 文化財デジタルアーカイブ課程
2023年7月 遺跡地図・GIS課程



自己紹介 高田 祐一 (Yuichi Takata)

奈良文化財研究所
企画調整部 文化財情報研究室 主任研究員
文化財防災センター 研究員
情報システムセキュリティ責任者

神戸深江生活文化史料館 研究員 ※財産区営

https://researchmap.jp/ytakata/

https://www.ebisukosyo.co.jp/item/527/https://sitereports.nabunken.go.jp/21923https://sitereports.nabunken.go.jp/90271

タクティカルチェストリグ

iPad

RTK用の脚

UAV

2024年2月、水中フォトグラ

ワンオペ調査に
デジタル機器は
必須！！

https://researchmap.jp/ytakata/
https://sitereports.nabunken.go.jp/21923
https://sitereports.nabunken.go.jp/90271


ポリシーと最近の動向

■ポリシー

○フィールド調査：ワンオペ調査×廉価機材

○小規模組織でもできること

○廉価なデジタル機器で調査研究の高次化・効率化を実現する
こと

■最近の動向

○２０２３年２月：二等無人航空機操縦士（国交省）、取得。

大型機・目視外・夜間飛行限定解除

○２０２３年４月～：図書館司書課程 勉強中。



個人的に思っていること
■２０年前に比べ、調査研究するには非常に良い時代
【社会インフラ】
ネットワーク回線整備（高速回線の整備）、ストレージ大容量化
オンライン会議、印刷の低コスト化（ネットプリント） 等々

【調査研究環境・調査機材】
報告書類のインターネット公開、データベース類の整備
機材の低廉化、高性能化、オープンソースソフトの充実 等々

特に着想力・実行力・機動力・持続力等が価値を生む時代
→蔵書量や高額機器を保有する機関が研究力で優位ではない時代
→アイデア次第で、誰でも尖った研究ができる
→情報発信もアイデア次第。爆発的な拡散を図れる

デジタル活用がカギ！



遺跡の把握：埋蔵文化財行政



和田勝彦『遺跡保護の制度と行政』

https://iss.ndl.go.jp/books/R100000002-I026961549-00



近年の日本の埋蔵文化財行政
・発掘調査：年間約8000件

・緊急発掘費用：年間約600億円

・報告書：年間1500冊

・総遺跡数：46万
（周知の埋蔵文化財包蔵地）

・ 全国自治体・法人調査組織に専
門職5600名配置

遺跡地図の例：赤線の範囲内が遺跡（東京駅周辺）

文化庁 埋蔵文化財関係統計資料―平成２８年度―

http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/shokai/pdf/h29_03_maizotokei.pdf

情報量が多すぎて探せない

http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/shokai/pdf/h29_03_maizotokei.pdf


https://www.town.mizumaki.lg.jp/s050/business/060/010/060/2020

0108043000.html

福岡県水巻町

遺跡があるか？
遺跡地図で確認

工事途中で遺跡
発見。協議へ

遺跡地図の高精度化
遺跡の早期把握が必要



上流工程：重要！早期把握の手段

永惠 裕和「遺跡の地形判読・記録のための、遺跡立体図・縄張図の作成」
https://sitereports.nabunken.go.jp/ja/article/121416

「埋蔵文化財包蔵地や埋蔵文化財包蔵地の存在が予測される範囲の確定や内容の把握

にとって、極めて重要である。特に、分布調査は、保存目的調査はもちろんのことながら、
開発事業に伴う調査において、調査の要否を判断する指標となるものである。」



遺跡地図の高精度化
「埋蔵文化財包蔵地を示す遺跡地図は、完備が求められて久し
い。しかし、遺跡地図における包蔵地の範囲は、試掘や発掘調
査歴をもとにした遺構分布や地形の判読に限られていた。

田畑で拾える遺物の分布調査によって遺跡の存在を想定するこ
とも多かった。したがって、遺跡の把握は、発掘調査以外の手法
として考古学的な見識を有する者が、悉皆的網羅的に現地を歩く
分布調査しかなかった。」

「尾根や山裾以外、道のない山の斜面をくまなく歩くことは無理が
ある。そもそも地域全体、全山を悉皆的に歩くことなど不可能で
ある。視認の容易な古墳であっても、遺跡地図に未登載の古墳
が多く、まだまだ遺跡地図は精度を高める余地が残されてい
る。」

岸本 道昭「CS 立体図を活用した埋蔵文化財分布調査」
https://sitereports.nabunken.go.jp/ja/article/121417



インターネットでの遺跡地図公開状況

GISを公開：27

（うち、GISのみの公開は26）
PDFを公開：8
（うち、PDFのみの公開は6）

インターネット上で公開していないの
は12

【２０２１年時点】



都道府県ごとの情報公開

印刷物としての遺跡地図の刊行中止予定：23都道府県
刊行の予定なし：7都道府県

最も早いのは群馬県の2001年からの公開である。それ以後徐々にインター
ネット公開を行う都道府県が増えている。2011年には過半数の都道府県がイ
ンターネット公開を行うようになり、2015年には既に６割以上の都道府県が
インターネット公開

「文化庁統計資料2017」

【２０２１年時点】



ネット公開と刊行物の推移
【２０２１年時点】

紙からデジタルに移行中
デジタルでもGISデータ化が課題



遺跡データのデータベース・GIS化



「資料の全貌は，もはや誰にも把握しきれ
ない。このため現在，研究，文化財･保護の仕
事にたずさわる者が，過去の資料の蓄積を適
切に選択して利用するのは，大変に難かしい

という状況にあり，将来この傾向がさらに甚
しくなることは目にみえている」

岩本圭輔「埋蔵文化財関係用語の収集と整理」

『奈良文化財研究所年報』1977年

現状の課題：文化財情報の情報爆発



「年度末に刊行される発掘調査報告
書も、その活用度はけっして高くはな
い。いわば制御できないほどの情報
を、日本考古学は抱えてしまった」

広瀬和雄 2015「解説」『考古学で現代を見る』

地域住民も地元の文化財を知らない
ことが多い





図書系情報基盤 ディスカバリーサービス

地公体（都道府県・市町村）・法人調査組
織・博物館・大学・学会等 機関ＨＰ

ＨＰアクセスＵＰ

書誌
遺跡抄録

文化財イベント
文化財動画

書誌
情報

準備中

遺跡
抄録

文化財総覧WebGIS

書誌

時空間

多様な情報

大手ネットサービス

※日本語667記事、英語40記事で引用元
2022.2.10時点

Google
※直接Google検索可能

Wikipedia



■ユーザ側

➢ 入手困難な報告書を閲覧可能

➢ 発掘調査報告書の文章に対し全文検索
可能

➢ 欲しい報告書PDFをダウンロード可能

■発行機関側

➢ 無償で文化財関係ＰＤＦを登録可能

➢ ダウンロード状況の統計データの閲覧
可能

➢ 自機関へのHPリンク設定可能

➢ イベント情報の登録可能

全国遺跡報告総覧概要

・灰色文献の解消
・蓄積型学問の考古学において、精緻な類例・前例
調査が可能
・地域学習や成果の社会還元https://sitereports.nabunken.go.jp/ja

https://sitereports.nabunken.go.jp/ja


全国遺跡報告総覧
■保持している情報（2022年7月15日時点）

• PDFがある書誌登録数 32394 件

•   総ページ数 : 3,959,421

• 総文字数 : 2,588,630,367

• 書誌登録数 125951 件

• 遺跡抄録件数 141227 件

• 文化財論文件数 61567 件

• 文化財動画件数 810 件

• 文化財イベント件数 661 件

内部辞書語彙数 : 
190594
※語彙に対する網羅率ではなく単純に登録件
数

英語用語数 : 9238
韓国語用語数 : 1063
簡体字用語数 : 1193
繁体字用語数 : 500
よみ数 : 65292
類義語数 : 5112
関連語数 : 13391
上位語数 : 26
説明数 : 126947
表記ゆれ数 : 59736

読むことは不可能な量！ ←機械で読む
独自辞書必要



全国遺跡報告総覧
年度ごとの利用状況とデータ数の推移
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発掘調査報告書の抄録（遺跡の要約）

When
What

Where



Text Map



https://heritagemap.nabunken.go.jp/

公開日時：２０２１年７月２０ 日（火）

【データ件数と範囲】

全国の文化財に関するデータ 約 61 万件 を WebGIS で表

示できます。 全国 47 都道府県の遺跡や建造物などの情報が対象です。

【検索機能】

文化財の所在地 、種別や 時代等によって検索できるようにしまし

た。

【文化財報告書との連携】

文化財報告書が電子公開されているものであれば、全国遺跡報告総覧の当該報告

書のページへ遷移し、報告書を閲覧することができます。

文化財総覧WebGIS

https://heritagemap.nabunken.go.jp/


機能：地図の表示
様々な背景地図を表示可能
【国土地理院】

地理院地図（標準地図）、地理院地図（単色地図）、地理院地図（白地図）、地理院写真（全国最新写
真）、空中写真・衛星画像（2007年～）、簡易空中写真（2004年～）、国土画像情報（第4期 : 1988～
1990年撮影）、空中写真（1961～1969年）、空中写真（1945～1950年）、色別標高図、傾斜量図、活
断層図（都市圏活断層図）、治水地形分類図 初版（1976～1978年）、明治期の低湿地

【産業総合研究所】地質図
【奈良文化財研究所】奈良盆地空中写真（1955～1962年）、遺構図（平城宮跡）、地形図（平城京跡：
1955～1962年）
【兵庫県】兵庫県CS立体図
ハザードマップ
自然災害伝承碑

兵庫県CS立体図
竹田城周辺

自然災害伝承碑



データ 種類と件数

〇データソース
文化庁国指定文化財データ 1

国交省都道府県指定文化財データ 1

都道府県で公開している遺跡地図オープンデータ
6

自治体オープンデータ 107
奈文研遺跡データベースデータ 1

奈文研報告書抄録データベースデータ 1

〇データ件数

遺跡・文化財データ件数 61万件
木簡データ 約3万件



■遺跡位置情報がバラバラ

日本測地系/世界測地系

10進法/60進法

単純ミス

生データ（QGIS表示）

データクレンジングのため
Webシステムに取り込み
・複数人で修正
・入力値自動チェック
・不備データ表示

完了！！！

ただし市町村内での間違
いは外部からは検知困難

データクレンジングの道のり

■時代情報がバラバラ

例・縄文草創期～早期アカホヤ降灰以降

→縄文時代

・８世紀初頭

→奈良時代



https://heritagemap.n

abunken.go.jp/

位置情報から刊行物へアクセスするルートを創出

★報告書を読み込んで頭の中で位置情報を再構成
するのは困難だった！改善！



荒川

JR赤羽駅

遺跡立地：奈良時代の集落遺跡×色別標高図×

傾斜量図



ハザードマップ



ＡＩや航空レーザーでの把握



動機
山に行かずとも、石丁場を踏査したい

〇航空レーザー測量データを見れば山に行かなくても良いので
はないか？

【結果】2021年-23年

兵庫県１ｍメッシュデータ

→石丁場 ×

→古墳・山城 ○

UAV-LiDAR（平米100点）

→石丁場 ×

→道跡 ○ （１ｍメッシュで見えるかは未検討）

〇日本は大きいので、人間可読ではなく機械自動可読したい

→ＡＩ（機械学習）の試行





航空レーザー測量データ（兵庫県）
2020年1月公開 2023年8月全域公開

※2022年10月、兵庫県および国交省から
50cmデータ提供を受けた



航空レーザ測量データポータルサイト 

https://www.sokugikyo.or.jp/laser/



航空レーザー測量データ×ＡＩ



「古墳や文化財が宅地造成や道路建設の途中に見つかると
工事が止まるなどの影響がでることもあります。
今回取材した研究者たちはこの調査手法はスムーズな
土地開発や文化財の保護につながるため意義が大きいとしてい
ます。」



国立文化財機構奈良文化財研究所 文化財情報研究室 2023 『遺跡踏
査とデジタル技術』奈良文化財研究所研究報告40

https://sitereports.nabunken.go.jp/132481

https://sitereports.nabunken.go.jp/132481


• 遺跡地図データ

• 抄録データ

兵庫県 約6000件（重複有り）

古墳位置情報

AIには教師データが必要

新発見には既知を把握する必要が
ある

• 兵庫県高精度３次元データ

地形データ





機械学習：グリッド割り・機械学習

○グリッド総数173107 グリッド（１グリッド152.87 ｍ）
CS 立体図が存在し、兵庫県の領域かつ海を除いた

地上部分のうち、森林区域ポリゴン内部のグリッドの
み抽出。さらに、グリッドの領域の一部だけCS 立体図
が存在しないなどの不備のあるデータは除去

○古墳データ
遺跡抄録・遺跡DB の古墳ポイントに重なるグ
リッドを抽出。結果、抽出されたグリッドは817 グリッド





ドメイン知識：古代官道等











現地踏査



新発見・情報更新した遺跡





















前方後円墳・前方後方墳か？



学術的意義

〇高解像度地形図による現地評価の支援

円墳から前方後円墳へ評価変更

〇資料の増加による調査研究の進展

現在の研究は、現在確認できる資料で組み立て。資
料増加が次のステージへ引き上げる。想定していな
かった箇所からの発見もありうる（思い込みの突破）。



課題 データ精度と解釈

〇樹木や下草の繁茂で、グラウンドデータの精度が低い場合
がある。倒木の影響なども

〇地形の解釈

疑似的な地形

〇今後数年間、遺跡発見が相次ぐ可能性

遺跡の認定と遺跡地図搭載手続き



現地調査

・RTK-GNSS

・モバイルスキャン

・フォトグラメトリ



個人的には環境・機材面で良い時代

■約２０年前

『関西学院考古10』 2007

http://doi.org/10.24484/sitereports.68114

■現在

モバイルスキャン
LiDAR計測

目測り
スケッチ

遺構の記録

http://doi.org/10.24484/sitereports.68114


遺構の写真

・ドアップで全体わからな
い。（全体撮影できない）

・他人がたどり着かない ３Dとして、自由視点

奈文研Sketchfabで公開済み
https://skfb.ly/otRzQ



https://sitereports.nabunken.go.jp/115736

位置測定

https://sitereports.nabunken.go.jp/115736


現在は廉価機材の組み合わせで下記を
実現可能

・調査の効率化

・調査の高次化、手法の創造、再現性

・情報のリッチ化

組み立ては各組織で考える必要がある



UAV-フォトグラメトリ 行けないところを記録



UAV-フォトグラメトリ 広範囲を記録



水中 SUP×サイドスキャンソナー広範囲を記録

２日間で小豆島沿岸部 約 700ｍの距
離、118,000 ㎡の範囲を計測

SUP : STARBOAR 製 2020 STARSHIP ALLWATER DX（18’6×60”）８人乗り
スキャンソナー:Lowrance製 HDS-７LIVE /Active Imaging 3-in-1

図化：ReefMaster v2.2.57.0

RTK-GNSS：RWP（補正情報：ALES）

計測したデータについて、HDS-7 LIVEからsl3形式にて出力し、ReefMasterに取り込

んだ。そしてモザイクオプションにて当該データからモザイク画像を生成した。モザ
イク画像をKML形式で出力し、QGISに取り込み、geoTiffとして出力した。QGISには
RTKから取得した位置情報も取り込んだ。そしてHDS-7 LIVEの位置情報を比較したと

ころ、数m程度一致しないため、RTKによる位置情報を用いてソナーデータにジオ
リファレンスにて補正

ReefMasterの手順書は2023年度刊行予定の『デジタル研究報告６』掲載予定





踏査の迅速化②UAV-LiDAR

図２ UAV-
LiDAR機体

２．計測緒元
2.1 スケジュール（実績）
計測日：2022年12月5日
計測スケジュール：
7：40 - 9：00 調整点設置、観測
9：00 - 15：00 小型機による試験飛行、オルソ画像撮影、

レーザ計測、データチェック

2.2 作業仕様
計測場所：香川県土庄町小瀬。香川県指定史跡 大坂城石垣石切小瀬原丁場跡面積：33ha以上
点密度：100点/㎡以上
※山頂付近は試験的に400点/㎡
撮影回数：１回
2.3 機材
 機体名：UAV航空機
 最大離陸重量：25kg未満
 最大到達高度：500ｍ
レーザシステム
最大発射レート : 200kHZ
システム正確度 : ～5cm
スキャナー視野角 : 360°
GNSS/IMU : ApplanixAPX-20
リターンパルス数 : 5パルス

【産総研実施】









https://www.youtube.com/watch?v=zj08ZPreGnU

https://www.youtube.com/watch?v=zj08ZPreGnU

LiDAR：Light Detection and Ranging（光検出と測距）
ダイレクトToF（dToF）：光が反射して戻ってくるまでの時間を計
測し、物体との距離を計算する

モバイルスキャン LiDAR

・iPhone12Pro/Max 以降
・iPhone13Pro/Max

・iPad Pro(2020/2021)以降

An interesting discovery using iPhone 12 
LiDAR scanner | iPhone Lidar Pattern | 3D 
Forensics

https://www.youtube.com/watch?v=zj08ZPreGnU
https://www.youtube.com/watch?v=zj08ZPreGnU


「iPhone 12 Pr、iPhone 13 Pro、2020年以降
のiPad Pro

LiDAR（Light Detection And Ranging）



【記録】モバイルスキャン で３D記録
＋位置測定 RTKーGNSS

・iPhone12Pro/Max 以降
・iPhone13Pro/Max

・iPad Pro(2020/2021)以降

【準備物】
・iPad/iPhone

・対空標識
・RTKーGNSS

・スマホ
・Droggerアプリ
・位置情報補正サービス

対空標識

RTKーGNSS

RWP

スマホ（Android）

アプリ
Drogger GPS for DG-
PRO1(RW)



https://isprs-archives.copernicus.org/articles/XLVIII-M-2-

2023/1135/2023/isprs-archives-XLVIII-M-2-2023-1135-2023.pdf 西浦・足保石丁場（静岡県沼津市）

モバイルスキャンって“精度”悪いんでしょ？

○発掘現場で比較
Terrestrial LiDAR Scanners (TLS) 

Mobile LiDAR Scanner (MLS)

Close-range Photogrammetry (CRP)

遺構の計測



中古550万 200万ぐらい
640万 １５万ぐらい





iPhone LiDAR GLS2000



誤差1.4cm



モバイルスキャンのメリット

○フォトグラメトリ：ハードルが高い場合がある

・ハイスペックPC、良いカメラ、３Dソフト

・その場で結果を確認できない。現場でのリトライ困難

・画像の保管が必要。膨大なデータのストレージ必要

・森林内は向いていない場合がある。枯葉や草木

○モバイルスキャン

・簡便に実施できる

・軽量

〇使用目的ごとの「精度」

・測量法の測量 と 考古学の計測 は違う



事例：高田

https://sitereports.nabunken.go.jp/ja/article/63544

石丁場のデジタル調査方法―フォトグラメトリ・ドローン・RTK-GNSS・LiDAR―



iPadに全てメモ
メモはクラウド保存へ



事例：宮本式（阿蘇市）

https://sitereports.nabunken.go.jp/ja/article/120084

GIS・RTK-GNSS・フォトグラメトリによる埋蔵文化財試掘確認調査のデジタルフロー

■試掘調査
○事前準備：QGIS

タブレットに書き出し（SMASHアプリ）

○試掘
位置：RTK-GNSS

トレンチ記録：フォトグラメトリ

○事後整理
３D：フォトグラメトリ
図化：Cloudcompare



事例：石井式（厚沢部町）

https://sitereports.nabunken.go.jp/ja/article/120083

石井 淳平「一人でできるフィールドワーク～iPad LiDAR を利用した地形計測～」

■遺構調査
○現地記録
位置：オフセット測量
遺構記録：LiDARスキャン

○事後整理
３D：フォトグラメトリ
位置合わせ：Cloudcompare

図化：QGIS



データの流れ

https://sitereports.nabunken.go.jp/130529

https://sitereports.nabunken.go.jp/130529


３Ｄの発信

・３ＤＤＢ

・Skethfab

・データリポジトリ

・オンラインライブラリー



データ公開 Sketchfab

（小豆島石丁場調査委員会）

ダウンロード可能！



データ公開
全国文化財情報デジタルツインプラットフォーム
（産総研×奈文研）

https://gsrt.digiarc.aist.go.jp/3ddb_demo/tdv/index.html?version=0.3.2&imagery=%E5%86%99%

E7%9C%9F%20(Seamless%20photo%20map)&terrain=%E5%9C%B0%E5%BD%A2%E5%9B%

B3%E3%81%AE%E7%AD%89%E9%AB%98%E7%B7%9A%20(10m%20%E3%83%A1%E3%8

3%83%E3%82%B7%E3%83%A5)&dx=-

3664675.264070405&dy=3773489.164742041&dz=3595175.5240197876&odx=0.59576999279

04945&ody=-0.8021923194615723&odz=-0.039314097818427984&upx=-

0.13665764854636525&upy=-

0.14948513417135134&upz=0.9792746712519176&sp_title=%E5%8D%83%E6%8C%AF%E5%

B3%B6&sp_type=ALL&sp_sdate=&sp_edate=&sp_bbon=false&sp_bblon=&sp_bblat=&sp_bbhg

h=&sp_bbyaw=0&sp_bbslon=1000&sp_bbslat=1000&sp_bbshgh=1000&sp_footp=false&sp_psz

=1&do_search=false&ldm=1961,1954&cart=1961,1954&wms=false&wms_lys=Polygon&wms_op

a=1



３D公開基盤：全国文化財情報デジタ
ルツインプラットフォーム

https://www.aist.go.jp/aist_j/press_release/pr2022/pr20221018/pr20221018.html



デジタルツイン時代へ 文化財３D地図の構築
産総研×奈文研との共同事業







データや成果が一番大事！





「デジタル時代の発掘調査報告書のあり方―オンライン3D報告書を考える―」
https://sitereports.nabunken.go.jp/ja/article/120110



• Developing the ArchAIDE Application: A digital workflow 

for identifying, organising and sharing archaeological 

pottery using automated image recognition. Anichini et al. 

Internet Archaeol. 52. Summary (intarch.ac.uk)

https://intarch.ac.uk/journal/issue52/7/index.html

https://intarch.ac.uk/journal/issue52/7/index.html
https://intarch.ac.uk/journal/issue52/7/index.html
https://intarch.ac.uk/journal/issue52/7/index.html
https://intarch.ac.uk/journal/issue52/7/index.html


文化財データリポジトリ 文化財オンラインライブラリー

３Ｄデータ

研究データを登録 研究データを引用使用

論文Ａ

報告Ｂ

デジタルはデジタルで公開する。３Dは３Dで扱う
データ再利用性向上、データや論文の使用/被使用関係を可視化

報告C

・PDF自動出力
・組版不要
・公開に費用不要
・アクセス性向上

高田祐一「データ再利用性と論文アクセス性の向上に向けた奈文研の取組」https://current.ndl.go.jp/e2699



参考



https://sitereports.nabunken.go.jp/ja/search

?has_file=x&include_file=include&title=%E

3%83%87%E3%82%B8%E3%82%BF%E3

%83%AB%E6%8A%80%E8%A1%93%E3

%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E6

%96%87%E5%8C%96%E8%B2%A1%E6

%83%85%E5%A0%B1%E3%81%AE%E8

%A8%98%E9%8C%B2%E3%81%A8%E5

%88%A9%E6%B4%BB%E7%94%A8

2023年度からオンラインジャーナル化へ
掲載画像等は、データリポジトリとして登録



https://sitereports.nabunken.go.jp/ja/115623



https://sitereports.nabunken.go.jp/115734

https://sitereports.nabunken.go.jp/115734
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